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【研究テーマ】【研究テーマ】【研究テーマ】【研究テーマ】 

1. ルミネセンスを利用する有機分析試薬の開発と生体試料分析への応用 

2. キャピラリー電気クロマトグラフィーを利用する精密分離分析技術の開発 

3. 環境汚染物質の計測と汚染評価に関する研究 

4. 生体の酸化ストレス評価法の開発に関する研究 
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亜硝酸エステル類のオンライン紫外線照射 HPLC-化学発光定量，日本法中毒学会第 28

年会，金沢（2009）． 

15. 猪狩佳子，池田理恵，和田光弘，黒田直敬，中島憲一郎：脳内アミン濃度の変動に及

ぼす薬物乱用の影響評価，第 49 回日本臨床化学会年次学術集会，長崎（2009）． 
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